
精神科救急医療の対象 
 急性精神病状態をはじめとした、早急に精神科救急医療を提供

することが必要である方。 

 

～主な具体例～ 

幻覚妄想によって興奮が激しい。

  多弁で行動がまとまらず、周囲に迷惑をかけている。 

 ひどく落ち込み、自分を責めて自殺をほのめかしている。 

 

本人自身では冷静な判断ができず、強制的な入院も含めて 

直ちに精神科受診が必要な状態。 
 


